
 

 

議案説明資料 
都市安全部 公園河川課 

議案第 32 号 

工事請負契約（土砂災害特別警戒区域（急傾斜地）対策工事（その１））の変更について 

 

資料１ 変更内容及び理由について 

 

１ 変更経緯 

 施工時の現場条件や施工手順の見直しを踏まえ、下記のとおり設計変更を行う。 

（当初請負金額 216,260,000 円、前回変更請負額 236,813,500 円、今回変更請負額

229,846,100 円、6,967,400 円の減額） 

 

２ 変更内容および理由 

（１）補強土工における削孔機の変更（約 6,140 千円減） 

 鉄筋挿入工の機械選定において、積算基準では、挿入鉄筋長さ 5.0ｍ以上になると、

より大型の機械を使用することとなっている。 

今回、挿入鉄筋長さ 5.5ｍの 180 本について、現場の地質条件により実際の施工に

あたっては、他の施工箇所の 3.5ｍの 935 本と同じ機械での施工が可能となったため、

鉄筋挿入機械のダウンサイジングを行い安価となった。 

（２）補強土工におけるアンカー本数の減工（約 1,880 千円減） 

 当初計画では、張コンクリートの施工にあたり、地盤面以下となる最下段まで掘削

するとして、施工中の斜面崩壊に対する安全率確保のため、補強土工の施工を予定

していたが、現場施工にあたり、最下段までの掘削手順について一括掘削ではなく、

部分掘削を繰り返すことで、安全率が確保できたため、地盤面以下となる最下段の

アンカー20 本を減工するものである。 

（３）その他（約 1,050 千円増） 

 施工中に小崩落があった箇所について、緊急対策として崩落の進行を防止するため

法面保護工を増工（約 102 ㎡）したほか、数量精査により増工する。 

 






